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研究成果の概要（和文）：19世紀後半から 20世紀前半にかけての日本における「健康転換」を、
当時の先進国と日本の植民地を含めた広域の文脈で検討した。制度・行政的な側面と、社会的

な側面の双方を分析し、日本の健康転換が、前近代社会としては疾病構造の点では比較的恵ま

れている状況で、市場が優越し公共の医療が未発達である状況において、欧米の制度を調整し

ながら受容したものであったことを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：This research project has examined the health transition in Japan 
during late nineteenth- and early twentieth century.  It has included the analysis of 
health-related themes in Japanese colonies and European countries.  The project’s 
analyses of the institutional and administrative aspects on the one hand and the social 
aspects on the other have revealed the adjustment of health policies imported from the 
West to the Japanese society, where relatively favourable epidemiological situation existed 
and the market was strong and the public provision was weak in the distribution of 
health-related resources.   
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１．研究開始当初の背景 
 
近代日本の医学史研究の多くは、日本国内の
医者の科学的な業績の研究に集中し、行政・
社会的側面を検討したものは、散発的で孤立

したものが多かった。川上武らの業績は優れ
たものであるが、あるべき近代化された医療
福祉の像を設定し、そこからの逸脱として日
本の医療を捉えるという限定的な視点で歴
史を捉えていた。 

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2007～2009   

課題番号：19300295 

研究課題名（和文） 日本の近代化と健康転換 

                     

研究課題名（英文） Modernization and Health Transition of Japan 

 

研究代表者 

 鈴木 晃仁（SUZUKI AKIHITO） 

  慶応義塾大学・経済学部・教授 

 研究者番号：80296730 

 



 

 

一方で、個々の研究者たちは、歴史や医療
のさまざまなディシプリンから、医療の問題
をトータルに考えるための業績を発表して
いた。このような状況から出発して、個々の
研究者のネットワーク化をはかり、洗練され
た総合的な方法で日本の医療の近代化の諸
側面を「健康転換」から検討しようとしたの
が本研究である。 
 
２．研究の目的 
 
医学教育・研究については、日本は医学教育
の完全な欧米化を真っ先になしとげた非欧
米の国家であることは知られている。医療行
政も、明治維新以降は迅速に欧米化が計られ
た。それならは、医療と健康をめぐる社会的
状況はどうだったのか。その変化に、医学教
育と医療行政はどのように貢献したのか。そ
れ以外に、日本の医療と健康状態に影響を与
えたものは何か。このような検討を通じて、
健康の総合的な歴史を作り出し、何が戦後か
ら現代の達成と問題の双方に関係があるの
かを明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
技術的には、死因・法定伝染病の統計のデ
ータベースを共有した。研究会を定期的に開
き、研究報告をウェブ上に発表して、それに
コメントを与えるという形で、研究成果と議
論がリアルタイムで発信できる形を採用し
た。（そのため、研究期間中に、研究内容に
ついて複数の問い合わせがあった。） 
 それぞれの共同研究者が用いる方法につ
いては、設定したテーマにより最適の方法が
違うので、それぞれの研究者に任せた。行政
史、社会史、医学史、経済史、疫学などのさ
まざまな手法から、疾病の状況、法的制度的
な側面、社会的な状況などを検討し、別の視
点から批判を加えるという有機的な統合を
目指した。 
 その議論の中から、行政史・社会史がこれ
まで検討しなかった、社会の生物学的な側面、
すなわち疾病の状況などの疫学的考察を含
めて、「環境」の考察の中で、健康をめぐる
行政や社会を考えなければならないという
合意が形成された。 
 
４．研究成果 
 
成果の発表は、共同研究のウェブサイトにワ
ーキングペーパーをアップして行く方法を
とった。 
http://web.hc.keio.ac.jp/ ãsuzuki/BDMH/
HTJ/HTJAAATop.htm  
内容は多岐にわたり、1) 疾病構造転換の再
検討、2) 医者・医療者の養成、3) 公衆衛生

の行政、4) 看護婦の普及と業務の転換、5) 
医療の場（病院）の増加と性格の変容、6) 患
者の受療行動、7) 植民地の疾病と医療、の
７点にわたった。 
これらの点について、日本においては、近代
化にともなう大都市の健康状態悪化はヨー
ロッパの大都市に較べて比較的低く抑えら
れた上に、海に囲まれていることと明治期の
医療政策の導入により、アジアのほかの国々
が経験した侵入感染症と常在感染症の蔓延
は比較的早い段階で防がれ、慢性感染症を問
題にすることが比較的早い段階で可能にな
った。医者・医療者については、明治を通じ
て、従来の漢方医学の教育を受けたものが江
戸後期以降、数的に確保され、ヨーロッパ諸
国と較べても遜色がない数の医療者が全国
にわたって存在し、人々に受療する習慣を付
けさせていた。公衆衛生の領域では、しばし
ばドイツ型と呼ばれる政策が、イギリスから
も学びながら、日本の低支出の政府にあわせ
た政策だったことが明らかにされた。看護に
ついては、疾病構造の変化に応じて、かつて
のコレラの隔離病院（「避病院」）が病院の中
心であった時代には、看護が必要な患者の数
が不安定に変化するが、赤痢などの例年ほぼ
さだまった数が変化する感染症に避病院の
中心が変化してからは、安価ではあるが「看
護婦」である労働力を求めて、それぞれの地
域で看護婦の数を確保し供給する仕組みが
作られたことが明らかにされた。病院と受療
については、日本では私立病院が圧倒的に多
く、当時の進んだ医療は病院で提供されてい
たため、複雑な医療は高価であったが、これ
は貧しいものは医療を受けられなかったと
いうことではなく、さまざまな医療の仕組み
（売薬など）と組み合わせながら、高額な医
療も受けられていたことが明らかにされた。 
総合すると、19世紀後半から 20世紀前半
にかけての日本における「健康転換」を、当
時の先進国と日本の植民地を含めた広域の
文脈で検討した。制度・行政的な側面と、社
会的な側面の双方を分析し、日本の健康転換
が、前近代社会としては疾病構造の点では比
較的恵まれている状況で、市場が優越し公共
の医療が未発達である状況において、欧米の
制度を調整しながら受容したものであった
ことを明らかにした。 
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